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基
幹
人
事
制
度

（等
級

・
評

価

ｏ
報
酬
）
の
統
合
に
加
え
、

人
事
統
合
の
大
き
な
テ
ー
マ
の

１
つ
が

「
退
職
金

ｏ
年
金
制
度

の
統
合
」
だ
。
退
職
金

ｏ
年
金

制
度
は
働
く
人
々
の
将
来
設
計

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
上
、

様
々
な
法
令
が
存
在
し
、
人
事

統
合
の
中
で
も
難
易
度
が
高
い

テ
ー
マ
の
１
つ
だ
。
ま
た
、
退

職
金

ｏ
年
金
制
度
は
財
務
的
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、
制
度

自
体
の
存
続
の
是
非
を
含
め
、

複
数
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
比
較
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

実
際
の
制
度
統
合
で
は
、
ま

ず
新
会
社
の
退
職
金

。
年
金
制

度
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
、

基
本
方
針
を
定
め
る
。
仮
に
、

新
卒
採
用
を
ベ
ー
ス
と
し
た
長

期
雇
用
重
視
か
ら
中
途
採
用
中

心
の
即
戦
力
重
視
に
か
じ
を
切

る
場
合
、
新
た
な
退
職
金

ｏ
年

金
制
度
は
設
け
ず
、
給
与
や
賞

与
で
報
い
る
方
法
も
あ
る
。

と
は
い
え
、
統
合
前
の
各
社

に
退
職
金

ｏ
年
金
制
度
が
存
在

す
る
場
合
、
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
の

観
点
か
ら
制
度
を
存
続
す
る
場

合
が
多
い
。
そ
の
場
合
で
も
統

合
前
の
２
社
の
旧
制
度
を
併
存

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ

で
新
た
な
制
度
設
計
が
必
要
と

な
る
。
「
定
年
時
の
支
給
水
準
」
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M&Aにおける人事管理 ⑧

退職金・年金、新たな制度必要
「
支
給
カ
ー
プ
」

「
積
み
立
て

方
法
」
の
３
点
が
重
要
と
な
る
。

定
年
時
の
支
給
水
準
は
、
各

社
の
旧
制
度
の
水
準
や
同
業
種

同
規
模

の
外
部
水
準
と
比
較

し
、
給
与

・
賞
与

ｏ
福
利
厚
生

の
水
準
も
含
め
た
全
体
バ
ラ
ン

ス
の
中
で
決
定
し
て
い
く
。

支
給
カ
ー
プ
は
新
会
社
の
事

業
方
針
と
整
合
さ
せ
る
こ
と
が

不
可
欠
だ
。
事
業
運
営
上
、
社

員
の
長
期
勤
続
が
不
可
欠
な
場

〈
日
、
若
年
層
の
支
給
カ
ー
プ
を

な
だ
ら
か
に
し
、　
一
定
年
齢
以

降
に
カ
ー
プ
の
傾
斜
を
引
き
上

げ
、
長
期
勤
続
を
促
す
。

積
み
立
て
方
法
は
統
合
前
の

各
社
の
退
職
金

ｏ
年
金
制
度
の

仕
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、
新
会
社

が
リ
ス
ク

（債
務
）
を
抱
え
込

ま
な
い
こ
と
が
大
前
提
だ
。
新

制
度
に
よ

っ
て
旧
制
度
か
ら
の

移
行
時
に
様
々
な
制
約
が
生
じ

る
場
合
も
あ
り
、
専
門
家
に
相

談
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

退
職
金

ｏ
年
金
制
度
の
統
合

で
、
従
来
の
条
件
が
大
き
く
低

下
す
る
場
合
は
訴
訟
リ
ス
ク
が

生
じ
る
。
実
際
に
旧
会
社
の
積

み
立
て
分
を
維
持
し
つ
つ
、
旧

会
社
で
将
来
期
待
さ
れ
た
水
準

と
新
会
社
の
水
準
の
差
額
を
、

社
員
の
年
齢
や
勤
続
年
数
に
応

じ
て

一
部
補
頒
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
他
の
労
働
条
件
変
更
と

同
様
、
労
働
組
合
や
従
業
員

へ

の
十
分
な
説
明
が
必
要
だ
。

退
職
金

ｏ
年
金
制
度
の
統
合

は
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
伴
う
。

社
員
に
大
き
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

発
す
る
制
度
で
あ
り
、
慎
重
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
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1       度の機含fll

①定年時の支給水準
。旧制度の支給水準
。外部の支給水準
。報酬全体のパランス

②支給カープ
。事業運営の方向性
。長期勤続の必要性

③積み立て方法
(確定給付年金、確定拠出年金)
。財務インパクト
。旧制度からの移管可能性


